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小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

電
磁
波
は
、
電
線
で
の
送
電
や

電
気
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
発

生
し
、
身
の
回
り
に
溢
れ
て
い
る
。

そ
の
リ
ス
ク
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
正
確
に
知
っ
て
回
避

す
る
た
め
に
も
、
周
知
と
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
�
家
電
製
品
の
電

磁
波
を
避
け
る
に
は
、
電
源
に
近

づ
か
な
い
、
長
時
間
使
わ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
環
境
基
本
条
例
に
あ

る
未
然
防
止
の
原
則
の
下
に
、
電

磁
波
を
避
け
る
対
策
な
ど
を
周
知

し
な
い
か
。
�
携
帯
基
地
局
の
ア

ン
テ
ナ
が
市
内
の
ど
こ
に
あ
る
か

調
査
し
、
子
ど
も
が
過
ご
す
施
設

や
病
院
な
ど
の
周
辺
に
は
、
ア
ン

テ
ナ
を
立
て
な
い
よ
う
に
配
慮
を

求
め
な
い
か
。
ま
た
、
携
帯
電
話

中
継
基
地
局
の
設
置
に
は
、
市
へ

の
届
出
と
近
隣
住
民
へ
の
説
明
・

合
意
を
義
務
付
け
な
い
か
。

　

環
境
政
策
課
長　

�
専
門
的
な

も
の
を
噛
み
砕
い
て
の
広
報
に
、

十
分
手
が
回
ら
な
い
の
が
現
状
。

研
究
し
、
責
任
を
も
っ
て
周
知
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

　

環
境
部
長　

�
中
継
局
が
ど
こ

に
あ
る
か
は
、
把
握
で
き
る
範
囲

で
す
る
。
そ
れ
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
な
形
で
対
応
で
き
る
の
か
、

含
め
て
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
環
境
自
治
体
会

議
に
小
金
井
市
も
参
加
し
な
い

か
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
市
民
）

　

新
焼
却
施
設
建
設
場
所
選
定
等

市
民
検
討
委
員
会
で
は
「
可
能
性

が
あ
る
か
ら
諮
問
し
た
。
行
政
の

責
任
で
行
う
」
と
い
う
市
長
発
言

に
よ
り
、
二
枚
橋
焼
却
場
跡
地
を

答
申
し
た
。
し
か
し
、
調
布
市
議

会
・
市
長
の
発
言
や
、
府
中
市
の

保
育
園
の
計
画
等
の
状
況
で
は
困

難
で
あ
る
。
可
能
性
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
小
金
井
市
域
内
に
「
非
焼

却
方
式
」
で
計
画
す
る
し
か
方
法

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に

は
、
加
水
分
解
・
炭
素
化
・
バ
イ

オ
ガ
ス
化
・
肥
料
化
等
の
非
焼
却

シ
ス
テ
ム
や
私
た
ち
の
知
ら
な
い

方
式
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
な

ど
で
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

国

分
寺
市
と
の
考
え
方
の
基
本
は
焼

却
方
式
を
前
提
と
し
て
い
る
。
処

理
方
式
は
国
分
寺
市
と
の
共
同
研

究
で
行
う
。

　

市
長　

二
枚
橋
に
関
し
て
非
常

に
難
し
い
問
題
を
残
し
て
い
る
。

処
理
方
式
は
国
分
寺
市
と
協
議
す

る
が
、
基
本
的
に
は
焼
却
方
式
で

進
め
る
。

■
そ
の
他
に
「
裁
判
員
制
度
ス
タ

ー
ト
に
向
け
て
」
と
し
て
、
そ
の

概
要
と
市
の
役
割
に
つ
い
て
と

「
心
に
悩
み
を
持
つ
市
民
が
相
談

で
き
る
総
合
窓
口
設
置
」
と
し
て
、

相
談
者
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
設

置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

に
診
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
。
気

軽
に
相
談
を
受
け
て
い
き
た
い
。

�　

人
以
上
。
養
成
講
座
な
ど
を

１００
開
き
、
目
標
数
値
を
考
え
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。
�
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を　

歳
以
上
に
行

６５

い
医
者
に
つ
な
げ
て
い
る
。
そ
の

後
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
て
い
る
。
�
認

知
症
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
や
す

ら
ぎ
支
援
や
家
族
の
会
を
し
て
い

る
。
老
人
会
で
も
話
し
た
い
。

■
他
に
新
た
な
視
点
で
の
子
育
て

支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
、　

年
後
に

３０

は
、
高
齢
者
の
８
人
に
１
人
が
か

か
る
病
気
に
な
る
可
能
性
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
を
養
成
し
、
早
期
発
見
や

周
囲
の
認
知
症
へ
の
無
理
解
を
な

く
し
、
地
域
で
見
守
っ
て
い
く
こ

と
も
大
事
で
あ
る
。
介
護
家
族
へ

の
支
援
を
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。

�
認
知
症
の
実
態
を
把
握
し
て
い

る
か
。
�
認
知
症
の
相
談
の
対
応

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

�
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
状

況
は
ど
う
か
。
�
認
知
症
の
早
期

発
見
の
取
組
に
つ
い
て
。
�
認
知

症
の
家
族
へ
の
支
援
の
拡
充
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
介
護
認
定

者
の　

・
５
％
、
千　

人
ほ
ど
の

４１

４２４

方
が
い
る
。
�
病
気
な
の
で
医
者

か
ら
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　

生
涯
学
習
部
長　

�
開
催
回
数

を
増
や
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

�
指
定
管
理
者
導
入
を
契
機
に
、

開
館
日
を
増
や
し
て
い
く
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
学
校
施
設

は
学
校
教
育
の
充
実
が
最
優
先
だ

が
、
学
校
教
育
上
、
支
障
の
な
い

範
囲
内
で
あ
れ
ば
有
効
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
。

■
そ
の
他
、
公
共
施
設
の
照
明
を

全
て
省
エ
ネ
タ
イ
プ
に
切
り
替
え

て
環
境
対
策
を
進
め
な
い
か
等
、

質
問
し
ま
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

�
市
民
の
健
康
寿
命
を
高
め
る

た
め
の
取
組
と
し
て
、
�
先
進
自

治
体
の
取
組
を
参
考
に
、
小
金
井

市
独
自
の
介
護
予
防
体
操
を
開
発

し
て
は
ど
う
か
。
�
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
で
行
っ
て
い
る
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

な
ど
、
人
気
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
開
催
回
数
を
増
や
し
て
、
全

て
の
希
望
者
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
な
い
か
。
�
総
合
体
育
館
や

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
の

休
館
日
を
無
く
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
拡
充
出
来
る
よ
う
に
し
な
い

か
。
�
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
高
齢
者
向
け
の
運
動
に
、
学
校

施
設
が
利
用
で
き
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
専
門
家
や

専
門
学
校
の
協
力
を
得
て
、
地
域

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

市
民
の
党
は
、
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地

へ
の
庁
舎
建
設
案
を
示
し
て
、　
２００３

年
末
の
リ
ー
ス
庁
舎
の
契
約
更
新

に
は
強
く
反
対
し
た
。
し
か
し
市

長
は
、
再
開
発
第
２
地
区
に　

年
２００８

ま
で
に
駅
前
庁
舎
を
建
て
る
と
主

張
し
て
、
契
約
を
５
年
間
更
新
し

た
。
今
、
計
画
が
何
も
進
ま
な
い

ま
ま
、
市
長
は
リ
ー
ス
庁
舎
を
さ

ら
に
５
年
間
延
長
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

リ
ー
ス
庁
舎
と
東
久
留
米
市
役

所
で
維
持
管
理
費
を
比
較
す
る
と
、

リ
ー
ス
庁
舎
が
平
米
あ
た
り
１
万

千　

円
、
東
久
留
米
市
役
所
が
５

４０４
千　

・
３
円
で
、
倍
以
上
の
差
が

１７３
つ
い
て
い
る
。
個
別
事
項
で
は
、

清
掃
作
業
は
５
倍
以
上
の
差
、
庁

舎
警
備
業
務
は
３
・
５
倍
以
上
の

差
と
な
り
、
行
革
に
反
す
る
。

　

今
の
よ
う
な
状
況
で
リ
ー
ス
庁

舎
を
再
更
新
す
れ
ば
、
５
年
後
に

ま
た
同
じ
結
果
に
な
り
、　

年
間

１０

の
リ
ー
ス
庁
舎
の
経
費
は
、
私
の

推
計
で　

億
円
か
ら　

億
５
千
万

３２

３３

円
に
な
る
。
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
に
自

前
庁
舎
建
設
の
年
次
計
画
を
立
て
、

リ
ー
ス
庁
舎
か
ら
早
期
脱
却
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

無
駄
に
使
っ
て
い
る
と

い
う
感
覚
は
な
い
。
私
も
事
務
所

は
ア
パ
ー
ト
を
年
間　

万
円
ぐ
ら

１００

い
で
借
り
て
い
る
が
、
無
駄
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

市民検討委員会で答申された二枚橋焼却場用地

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

市
民
検
討
委
員
会
が
ゴ
ミ
処
理

施
設
場
所
に
二
枚
橋
焼
却
場
用
地

を
答
申
さ
れ
、
市
は
場
所
と
処
理

方
法
を
決
定
し
ま
す
。
�
検
討
委

員
会
名
に
〈
新
焼
却
〉
と
冠
し
た

理
由
。
�
場
所
の
決
定
手
順
及
び

国
分
寺
市
と
の
一
部
事
務
組
合
結

成
時
期
は
。
�
処
理
方
法
決
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
�
ゴ
ミ
処
理
量

は
人
口
減
も
あ
り
減
量
が
予
測
さ

れ
る
が
施
設
規
模
は
。
�
処
理
施

設
の
耐
震
等
安
全
確
保
と
地
球
環

境
負
荷
や
ゴ
ミ
運
搬
の
影
響
は
。

�
周
辺
の
還
元
施
設
は
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

�

一
義
的
に
焼
却
だ
が
最
新
技
術
も

国
分
寺
市
と
検
討
。
�
調
布
・
府

中
両
市
に
協
議
申
入
れ
中
。
国
分

寺
市
と
の
一
部
事
務
組
合
結
成
は

場
所
決
定
後
、
共
同
処
理
方
針
決

定
し
た
後
に
な
る
。
�
施
設
の
基

本
計
画
に
処
理
方
法
を
反
映
。
国

の
交
付
金
を
得
る
た
め
に
循
環
社

会
形
成
の
施
設
に
す
る
必
要
。
�

都
の
指
導
も
得
て
適
正
規
模
に
。

新
施
設
建
設
後
、
多
摩
地
域
の
広

域
支
援
で
き
る
余
力
は
必
要
。
�

建
設
時
点
で
最
大
限
の
強
度
確
保
。

焼
却
の
長
所
は
全
国
で
採
用
さ
れ
、

安
定
確
実
な
処
理
方
法
で
、
家
庭

ゴ
ミ
は
焼
却
が
衛
生
的
で
臭
気
対

策
に
な
り
、
残
渣
も
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
。
�
多
く
は
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
が
中
心
で
す
。

電
磁
波
の
被
害
か
ら
身
を

電
磁
波
の
被
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
の
施
策
を

守
る
た
め
の
施
策
を

認
知
症
の
家
族
へ
の

認
知
症
の
家
族
へ
の

支
援
の
拡
充
を
！

支
援
の
拡
充
を
！

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
の

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
の

安
全
と
環
境
対
策
を
問
う

安
全
と
環
境
対
策
を
問
う

新
ご
み
処
理
施
設
は

新
ご
み
処
理
施
設
は

非
焼
却
と
す
べ
き

非
焼
却
と
す
べ
き

リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
解
消
を

リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
解
消
を

小
金
井
市
独
自
の

小
金
井
市
独
自
の

介
護
予
防
体
操
を

介
護
予
防
体
操
を

小金井公園で開催された早朝ラジオ体操

電磁波の影響が心配される校
庭脇の携帯電話中継アンテナ


